
 

名 称 嬬恋村立東部こども園ＰＴＡ 

会 員 数 １３３人（令和６年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

【組織】 

○本部役員：会長１名、副会長１名、書記２名（１名は職員）、

会計２名（１名は主任） 

○会計監査委員：２名（うち１名は保育園部） 

○地区委員：５地区５名 

○学年委員：３学年３名 

【運営】 

○運営委員会 年間２回開催（４月、12月） 

 ・運営委員会は、本部役員、会計監査委員、地区委員、学年委

員で構成される。 

○総会 年間１回実施（３月） 

 ・年間の活動の総括、次年度に向けての活動や組織作りを確認

する。 

主 な 活 動 

１ 保護者の声による PTA事業の改善と主体的な活動 

 保育園部保護者の在籍を考慮し、PTA活動や運営委員会の実施

方法を改善している。保護者の声により、会議はあずかり保育の

ある日に実施することとした。これにより、保護者の負担軽減と

なった。 

 また、PTA会員から適宜意見を聞き、事業を円滑に進めてい

る。環境整備等の活動も安全に実施できるよう、方法を改善して

いる。会計管理や物品の購入、総会資料の作成などを保護者の本

部役員が担っており、保護

者がより主体的に関わりな

がら活動している。 

子供の成長を共有する機会

は大切な時間と考え、保護

者の負担を考慮しながらも

参観日を設けるようにして

いる。 

             地域の田んぼでオタマジャクシ取り 

２ 園の環境整備 

 年２回、園の敷地の草刈り作業を行っている。広い敷地のため

刈払い機を用いることが多く、安全に作業ができるよう時間を分

けて作業することとし、工夫して実施している。これらの工夫

も、運営委員会での意見をもとに実施方法を改善している。 

また、隣接する敷地でグラウンドゴルフをする老人会の有志

が、園の花壇・農園整備の手伝いを申し出ていただき、地域住民

の方々と協力して園の環境整備を行っている。 
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草刈り後の園庭で遊ぶ園児  園の農園でのジャガイモほり 

 

３ 地域住民と PTAの協力による豊かな体験活動 

 地域住民と PTAの協力により、園児は豊かな体験活動ができて

いる。畑でのカブトムシの幼虫探し、田んぼでのオタマジャクシ

観察、牛舎での牛の見学が地域住民の協力で行われている。ま

た、七夕かざりの笹、カブトムシの成虫、ハロウィン用のカボチ

ャなどの提供が地域住民からある。食生活改善推進員によるおや

つ提供や駐在員によるパトカー見学など、多くの地域住民や関係

者に見守られ豊かな体験活動ができている。 

 

 

 

 

 

 

 

   カブトムシ幼虫のお礼   いただいたカボチャで制作 

 

４ その他の活動 

 保育参観時は、園長による子育て講話を実施し、保護者相互の

学びの場となっている。毎月１回、園が発行する「園だより」に

て、PTA活動や地域住民による協 

力等を紹介し、園・家庭・地域全体 

で子どもたちを育てる機運の醸成を 

図っている。 

   

 

 

 

 

 

 

保育参観での園長子育て講話      園だより 
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